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研究成果の概要 

ロシア帝国臣民によるアジアでの活動は、これまで中東、中央アジア、南アジア、東アジアを中

心に研究されてきたが、Karen A. Snow (2012）などの研究によって、東南アジアでの活動状況も検

証されつつある。そこでは、国際公共財（定期航路、電信網）を利用し、アジア仏教圏（東アジア、

東南アジア、南アジア）で、横断的に活動するロシア系仏教徒と、その他のアジアの仏教徒の関係

が次第に明らかになりつつある。 
本年度の研究では、インド学者のイヴァン・P・ミナエフによるアジア旅行と、英領インド・セ

イロンでのロシア正教会の布教活動について調査した。その結果、アジア仏教徒知識人とロシア正

教会のあいだには交流関係があり、ロシア帝国の南アジア・東南アジア進出において少なからぬ影

響を与えていた可能性が見いだされた。今後、ロシアの公文書館史料を用いて、更なる調査・研究

が必要であることが判明した。 
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